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１．学校施設の長寿命化計画の背景・目的等 

 

（１）背景 

筑西市の学校施設は、昭和40年代後半から50年代にかけての高度成長期

に、一斉に整備されたものが多く、築年数が25年以上の建物は、全体の約84

％を占めており老朽化が進んでいます。（表1-1参照） 

また、児童生徒数においては、昭和60年代を境に減少しています。そのた

め、現在は小規模校化が進んでおり、適正規模・適正配置による学校の統廃合

や学区の見直しの検討、義務教育学校設立準備が進められるなど、本市の『学

校』を取り巻く状況は大きく変化しています。 

更には、共生社会の実現に向けた教育の普及、ＩＣＴ教育への対応、多様な

学習内容や形態に対応した高機能かつ多機能な教育環境の整備に加え、普通

教室やトイレ等の子供たちの生活空間の快適化、環境負荷の低減等の様々な

配慮、防犯・防災対策、バリアフリー化など、学校施設に求められる機能は建

設当時と大きく様変わりしています。 

こうした背景のなか、前述のような課題に対応し、これからも同じように学

校施設を利用していくためには、老朽化した施設を建て替えることが理想で

すが、今ある施設のすべてを建て替えるとなれば、建替時期が集中するため多

大な費用が必要になります。 

そこで、学校施設の維持管理及び更新にあたっては、コストの縮減及び予算

の平準化を図りながら、必要な改修や施設の長寿命化を図る必要があり、これ

からの学校施設を取り巻く喫緊の課題となっています。 

 

表1-1 小中学校の建築年数別棟数 

平成３１年4月1日現在  

 

（２）目的 

『筑西市学校施設長寿命化計画』（以下「本計画」という。）は、前述の   

（1）背景 で挙げた事柄を踏まえ、安全・安心な施設環境の確保、教育環境

の質的向上のほか学校施設に求められる機能を確保するため施設整備の具体 

 

 

学校 
計 築 20 年未満 築 20 年以上 築 25 年以上 築 30 年以上 築 40 年以上 

棟数 棟数 ％ 棟数 ％ 棟数 ％ 棟数 ％ 棟数 ％ 

小学校 93 1 1.0 0 0.0 4 4.3 30 32.3 58 62.4 

中学校 38 18 47.4 2 5.3 5 13.1 7 18.4 6 15.8 

合計 131 19 14.5 2 1.5 9 6.9 37 28.2 64 48.9 
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的方針を示し、維持管理等に係る計画的なトータルコストの縮減、予算の平準

化を実現することを目的として策定します。 

 

（３）位置付け 

本市では、平成２７年３月に公共施設等の総合的かつ計画的な管理の考え

方を定めた「筑西市公共施設適正配置に関する指針（公共施設等総合管理計画

）」を、平成２８年１１月に施設類型ごとの管理に関する基本的な方針を定め

た「筑西市公共施設適正配置のための基本方針」を策定しました。 

『筑西市学校施設長寿命化計画』は、学校施設の長期的な施設整備の具体的

方針を示す計画であるとともに、これらの指針等に基づく学校施設の適正配

置実施計画（個別施設計画）として位置付けるものとします。 

 

表1-2 計画の位置付け 

 

 

（４）計画期間 

令和元年度から令和１０年度までの10年間を計画期間とします。ただし、

今後の本計画の事業の進捗、社会経済環境の変化等に伴い、適宜見直しを行う

こととします。 

 

 

                               

                               

                               

                               

                               

                             

                              

                               

                               

                               

年 度 

H29 30 R１ ２ ３ 4 5 6 7 8 9 10 11 … 20 21 … 

第２次筑西市総合計画（10年間）        

  筑西市学校施設長寿命化計画（10年間）第１期 第２期 第３期 

第２次筑西市総合計画 

(Ｈ29～R8) 

第 3 次筑西市 

行政改革大綱 

（H27～R1)

筑西市学校施設長寿命化計画 

（個別施設計画） 

その他各種計画 
ちくせい健康 

総合プラン 

（R1～R5) 

筑西市都市計画 

マスタープラン 

（H21～R10) 

筑西市男女共同 

参画基本計画 

（H27～R1) 

筑西市公共施設白書 

【改訂版】 

（Ｒ1 改訂） 

筑西市公共施設適正配置

のための基本方針 

（Ｈ28 策定） 

筑西市公共施設適正配置 

に関する指針 

【公共施設等総合管理計画】 

（Ｈ27 策定） 

 

第３次筑西市行政改革 

アクションプラン 

（Ｈ27～R1） 
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（５）対象施設 

本計画は、公立の小学校２０校及び中学校７校とし、「建築物」を対象とし

ます。 
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２．学校施設の目指すべき姿 

 

学校施設においては、近年の情報化、国際化等、生活環境や社会環境の急激

な変化や多様化する価値観の中で、これらに対応した総合的な教育の推進とと

もに、児童生徒を育成する環境が求められています。 

本市では、『郷土愛を育む教育・文化都市づくり』を目標に一人ひとりの個性

を大切に育む教育、自立性や社会性を育んでいく教育力の充実を図るため、指

導者の育成や学習環境の整備に努めています。 

これらを基に、「確かな学力」と「豊かな人間性」を育成するため、教育環境

の均衡化、充実化を図り、「誰もが安心して学べる教育環境」の実現を目指して

います。 

そのための施設整備として、以下の事項が重要です。  

 

 

（１）安全性の確保 

地震、猛暑その他の自然災害、防犯に強い施設整備を目指します。 

すでに、耐震診断、躯体の耐震化や屋内運動場にある非構造部材の落下防止

対策は実施しており、建物の強靭性は確保されています。今後も構造躯体の劣

化状況、内装材・外装材の安全性の確認を適宜行い、安全を担保します。 

さらに、今後も防犯カメラの設置、セキュリティの強化を進めるなど、不審

者対策や防犯機能の強化を図り、「児童生徒の安全」を重視した施設を計画し

ます。 

 

 

（２）快適な教育環境の確保 

学校は、「学びの場」であるとともに、児童生徒、教職員が１日の大半を過

ごす「生活の場」であることを認識し、充実した教育を存分に展開できる、機

能的な施設を目指します。 

内装材の木質化を行った温もりある空間、郷土愛を育み協力し合う人間性

を培う語らいの場、児童生徒・保護者等が教員を訪れやすい空間、その他親し

みやすく、かつ機能的な施設整備を目指します。 

衛生面にも配慮し、きれいで、学校ごとの特徴にあった維持管理のしやすい

設備の設置を考慮します。 

   また、バリアフリー化、ユニバーサルデザインを取り入れた施設整備を行

い、誰にでも使いやすい施設を目指します。 
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（３）学習活動への適応性 

自発的な学習や読書活動を促す空間、語らいの場、郷土教育を行える環境な

ど当市の特色を活かした「豊かな心を育む教育」を展開できる施設整備を進め

ます。 

また、「自ら学び自ら考える」、主体性を養う教育環境を整備することも重

要となります。 

更には、近年のＩＣＴ環境への対応、言語、理数教育、外国語教育等の様々

な教育環境の変化に対応できる施設環境を充実させていく必要があります。 

 

（４）環境への適応性 

   断熱材を使用した内壁や窓を使用し、熱損失や二酸化炭素排出量の削減を

目指し、地球環境問題への関心を高めることを目的にライフサイクルコスト

の縮減、再生可能エネルギーの活用など、地球温暖化対策を意識した施設整

備、エコスクール化を推進します。 

   

  

（５）地域の拠点化 

   「学校」は地域に密着した施設であることを念頭に、地域コミュニティ、

生涯学習・スポーツ活動等の拠点となる施設を目指し、「使いやすさ」と

「防犯性」を兼ね備えた、地域に開かれた学校となるための環境を整備する

必要があります。 

   そのためには、今後も防犯カメラの設置、セキュリティの強化を進めるな

ど、不審者対策や防犯機能の強化を図り、「児童生徒の安全」を重視した施

設を計画します。 

  また、災害時の指定避難所として、防災の側面もあることから、バリアフ

リー化やユニバーサルデザイン、避難者の健康管理など、「もしも」の時に

最大限に施設が活用されるように配慮した施設整備を進めます。 
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３．学校施設の実態 

 

（１）学校施設の総量 

平成３０年度決算書の「財産に関する調書」及び「平成３０年公共施設状況

調査（総務省）」より、平成３０年度末現在、道路や上下水道等の基盤施設を

除く公共施設の数は、141施設、土地面積2,250,450㎡、建物延床面積約

309,825㎡となっています。その中でも、学校教育施設（小中学校）が27施

設あり、全体の土地面積の約31.9％に当たる718,240㎡、建物面積の約

43.8％に当たる171,191㎡を占めています。（表３－１参照） 

 

 表３－１ 建物延べ床面積と土地面積 

 

 

 

（資料：平成３０年度公共施設状況調査より） 

 

 

 

 

本庁舎

25,612㎡

本庁舎

24,335㎡

小学校

383,932㎡

小学校

105,833㎡

中学校

334,308㎡

中学校

65,358㎡

福祉・保健・公民館・

スポーツ施設等

752,971㎡

福祉・保健・公民館・

スポーツ施設等

106,426㎡

公園

384,509㎡

公園

1,770㎡

公営住宅

134,195㎡

公営住宅

35,745㎡

消防施設

21,803㎡

消防施設

3,523㎡

その他施設（上下

水道・農集排等）

208,573㎡

その他施設（上下

水道・農集排等）

33,013㎡

その他

4,547㎡

その他

14,822㎡

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小中学校の建物延床面
積は全体の43.8%

小中学校の土地面
積は全体の31.9%

建物
390,825㎡

土地
2,250,450㎡

市民が良く利用する行政サービスが行われて

いる公共施設の建物延床面積は全体の77.7％

市民が良く利用する行政サービスが行われて

いる公共施設の土地面積は全体の83.6％
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小中学校位置図                （令和元年５月１日現在） 
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小中学校一覧                 （令和元年５月１日現在） 

小

学

校 

名称 住所 延べ面積 

（㎡） 

建築 

年度 

児童生徒数（人） 学級数（学級） 

普通 特支 普通 特支 

下館 甲392-1 10,096 S47 595 20 20  4 

伊讃 西谷貝469 4,078 S41 139 14 6 3 

川島 伊讃美1859 7,681 S47 453 41 15 7 

竹島 稲野辺26 4,532 S46 203 9 8 2 

養蚕 下中山298 5,410 S43 303 34 12 5 

河間 羽方14-２ 4,135 S44 125 3 6 1 

中 中舘1122-1 4,282 S41 129 4 6 2 

五所 山崎1419-1 4,213 S46 129 9 6 2 

大田 西方1748-1 7,648 S46 559 40 18 7 

嘉田生崎 西石田587 3,702 S44 95 8 6 2 

関城西 関本中388 5,781 S43 285 24 12 5 

関城東 藤ヶ谷678 6,726 S47 325 27 12 5 

大村 海老ケ島1313 4,756 S50 191 30 8 5 

村田 村田1839 3,995 S51 118 5 6 1 

鳥羽 鷺島170 3,572 S55 65 8 5 1 

上野 中上野621-3 3,175 S53 105 1 6 1 

長讃 宮後1480 3,634 S56 93 6 6 1 

古里 桑山2498-1 3,663 S40 119 7 6 2 

新治 門井1890-2 5,844 S41 395 29 13 5 

小栗 小栗5545 3,559 S39 113 12 6 4 

計 96,780  4,870 248 

 

中

学

校 

名称 住所 延べ面積

（㎡） 

建築 

年度 

児童生徒数(人) 教室数(教室) 

普通 特支 普通 特支 

下館 岡芹1000 9,125 S49 436 19 14 4 

下館西 飯島600 9,095 S57 359 24 12 5 

下館南 一本松546 7,506 H2 552 38 17 6 

下館北 折本895 6,549 S55 100 9 4 2 

関城 犬塚100 8,174 S59 317 27 11 5 

明野 倉持1138 9,706 S46 362 24 11 6 

協和 門井1803-7 9,223 S53 335 19 12 5 

計 59,378  2,621 114 
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（２）学校施設の運営状況・活用状況等の実態 

近年の少子化等により、１４歳以下の人口は、2015年（平成27年）か

ら30年後の2045年には6,834人と、ほぼ半減することが予想されていま

す  

 

表３－２ 将来人口の比較 

 

         ２０１５年は国勢調査の結果を引用（総人口には年齢不詳を含む）    

         ２０４５年は国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（平成３０（２０１８）年３月推計）を引用    

資料：筑西市公共施設白書【改訂版】より 

 

① 小学校 

令和元年5月の児童総数は4,870人、学級総数は24８クラスで、全学

年複数クラスとなっている小学校は、20校中７校しかありません。 

小学校にかかる維持管理費、事業運営費などコスト総額は2.40億円で

あり、１校当り約0.12億円となっています。（資料：筑西市公共施設白

書【改訂版】より） 

② 中学校 

令和元年5月の生徒総数は2,621人、学級総数は114クラスで、生徒

数では、学校別の最大と最小の差は約5.4倍となっています。 

中学校にかかる維持管理費、事業運営費などコスト総額は1.54億円で

あり、１校当り約0.22億円となっています。（資料：筑西市公共施設白

書【改訂版】より） 

 

（３）学校施設の老朽化状況の実態 

中学校６校の校舎等の建替えや小学校施設の耐震化が進む一方で、小学校

施設の老朽化対策は進んでおらず、小中学校における建物保有棟数の半数以

上において改修が必要となっています。 

施設の老朽化が進行するなかで、改修等による対策は、喫緊の課題ではあり

ますが、今後多額の費用を要し、大きな財政負担になるものと見込まれます。 

 

2015年
（H27年）

2045年
比較増減

総 人 口 104,573人 71,288人 △ 33,285人

年 少 人 口 （ 0～14歳） 12,759人 6,834人 △ 5,925人

生 産 年 齢 人 口 （15～64歳） 62,316人 34,441人 △ 27,875人

老 年 人 口 （65歳～） 29,178人 30,013人 835人

老 年 人 口 割 合 27.9% 42.1% 14.2%

項　目
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そのため、改修等の実施時期については、中長期的な整備計画により実施す

ることで、改修費用の平準化を図る必要があります。 

 

 

表３－３ 学校施設築年数別状況表 
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表３－４ 学校施設現況一覧表 

 

基準 2019

通し
番号

学校
調査

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳

学校種別 建物用途 構造 階数
延床面

積
西暦 和暦

築年
数

基準 診断 補強
調査
年度

圧縮
強度

試算上
の区分

屋
根・

外壁
内部
仕上

電気
設備

機械
設備

健全度
（100点

1 161 下館小学校 北校舎 15-1 小学校 校舎 RC 4 4,123 1978 S53 41 旧 済 済 H21 26.2 長寿命 C B A B B 81

2 161 下館小学校 北校舎 15-2 小学校 校舎 RC 4 1,712 1978 S53 41 旧 済 済 H21 26.2 長寿命 B B A B B 84

3 161 下館小学校 南校舎 17-1 小学校 校舎 RC 3 772 1979 S54 40 旧 済 済 H21 22.3 長寿命 B B A B B 84

4 161 下館小学校 南校舎 17-2 小学校 校舎 RC 3 2,265 1979 S54 40 旧 済 済 H21 22.3 長寿命 B B B B B 75

5 161 下館小学校 渡り廊下 17-3 小学校 校舎 RC 3 114 1979 S54 40 旧 済 済 H21 21.4 長寿命 A A A B B 94

6 161 下館小学校 体育館 12 小学校 体育館 RC 2 1,110 1972 S47 47 旧 済 済 H18 25.4 長寿命 B A B C C 73

7 162 伊讃小学校 南校舎 1-1 小学校 校舎 RC 3 523 1966 S41 53 旧 済 済 Ｈ19 19.8 長寿命 A B A C C 78

8 162 伊讃小学校 南校舎 1-2 小学校 校舎 RC 3 314 1968 S43 51 旧 済 済 Ｈ19 19.8 長寿命 A B B C C 68

9 162 伊讃小学校 南校舎 1-3 小学校 校舎 RC 3 770 1972 S47 47 旧 済 済 Ｈ19 30.1 長寿命 A B A C C 78

10 162 伊讃小学校 南校舎 1-4 小学校 校舎 RC 3 1,309 1979 S54 40 旧 済 済 Ｈ19 19.7 長寿命 A B B B B 77

11 162 伊讃小学校 南校舎 10 小学校 校舎 S 2 223 1986 S61 33 新 - - - - 長寿命 B A A B B 92

12 162 伊讃小学校 体育館 7 小学校 体育館 S 2 939 1976 S51 43 旧 済 済 Ｈ21 - 長寿命 A B B C C 68

13 163 川島小学校 北校舎 1-1 小学校 校舎 RC 3 1,472 1972 S47 47 旧 済 済 H18 14.4 長寿命 B B A C C 75

14 163 川島小学校 北校舎 1-2 小学校 校舎 RC 3 1,753 1973 S48 46 旧 済 済 H18 14.4 長寿命 B B A C C 75

15 163 川島小学校 南校舎 3-1 小学校 校舎 RC 3 2,996 1977 S52 42 旧 済 済 H18 25.3 長寿命 B B A C C 75

16 163 川島小学校 渡り廊下 3-2 小学校 校舎 RC 3 68 1977 S52 42 旧 済 - H18 31.6 長寿命 A B A C A 85

17 163 川島小学校 体育館 13 小学校 体育館 RC 2 1,215 2006 H18 13 新 - - - - 長寿命 B A B A A 89

18 163 川島小学校 給食室 9 小学校
給食セン

ター
S 1 177 1985 S60 34 新 - - - - 長寿命 A B B B B 77

19 164 竹島小学校 西校舎棟 1 小学校 校舎 RC 2 919 1971 S46 48 旧 済 済 H18 19.4 長寿命 B B A C C 75

20 164 竹島小学校 東校舎棟 9 小学校 校舎 RC 3 2,619 1978 S53 41 旧 済 済 H18 25.6 長寿命 B B B B B 75

21 164 竹島小学校 体育館 11 小学校 体育館 S 2 994 1979 S54 40 旧 済 済 H21 - 長寿命 A B B B B 77

22 165 養蚕小学校 東校舎 2-1 小学校 校舎 RC 2 744 1968 S43 51 旧 済 済 H18 19.6 長寿命 A A A A A 100

23 165 養蚕小学校 東校舎 2-2 小学校 校舎 RC 2 193 1972 S47 47 旧 済 済 H18 17.2 長寿命 A A A A A 100

24 165 養蚕小学校 西校舎 13 小学校 校舎 RC 3 3,373 1980 S55 39 旧 済 済 Ｈ21 21.8 長寿命 A A C A A 78

25 165 養蚕小学校 渡り廊下 18 小学校 校舎 RC 1 78 1980 S55 39 旧 - - - - 長寿命 A A A A A 100

26 165 養蚕小学校 体育館 9 小学校 体育館 S 2 1,022 1977 S52 42 旧 済 済 Ｈ21 - 長寿命 A A C A A 78

27 166 河間小学校 東校舎 1-1 小学校 校舎 RC 2 919 1969 S44 50 旧 済 済 H18 25.6 長寿命 B C C C C 43

28 166 河間小学校 東校舎 1-2 小学校 校舎 RC 2 632 1972 S47 47 旧 済 済 H18 25.4 長寿命 B C C C C 43

29 166 河間小学校 西校舎 15-1 小学校 校舎 RC 3 1,550 1983 S58 36 新 - - - - 長寿命 C C C B B 49

30 166 河間小学校 渡り廊下 15-2 小学校 校舎 RC 1 8 1987 S62 32 新 - - - - 長寿命 C C B B B 62

31 166 河間小学校 体育館 10 小学校 体育館 S 2 926 1975 S50 44 旧 済 済 Ｈ21 - 長寿命 B B C C C 53

32 166 河間小学校 給食室 16 小学校
給食セン

ター
S 1 100 1983 S58 36 新 - - - - 長寿命 D B D B B 45

33 167 中小学校 北校舎 1-1 小学校 校舎 RC 2 749 1966 S41 53 旧 済 済 H18 12.5 長寿命 B C C C C 43

34 167 中小学校 北校舎 1-2 小学校 校舎 RC 2 171 1967 S42 52 旧 済 済 H18 32.9 長寿命 B C C C C 43

35 167 中小学校 北校舎 1-3 小学校 校舎 RC 2 910 1972 S47 47 旧 済 済 H18 19.3 長寿命 B C C C C 43

36 167 中小学校 南校舎 10 小学校 校舎 RC 2 1,468 1982 S57 37 新 - - - - 長寿命 C D B B B 53

37 167 中小学校 体育館 8 小学校 体育館 S 2 984 1978 S53 41 旧 済 済 Ｈ21 - 長寿命 A A B B B 84

38 168 五所小学校 東校舎 4-1 小学校 校舎 RC 3 1,485 1971 S46 48 旧 済 済 H18 14.1 長寿命 A B A C C 78

39 168 五所小学校 東校舎 4-2 小学校 校舎 RC 3 542 1972 S47 47 旧 済 済 H18 18.8 長寿命 A A A C C 85

40 168 五所小学校 西校舎 10 小学校 校舎 RC 3 1,244 1983 S58 36 新 - - - - 長寿命 D D B B B 51

41 168 五所小学校 体育館 7 小学校 体育館 S 2 942 1977 S52 42 旧 済 済 H21 - 長寿命 A B C C C 55

42 169 大田小学校 南校舎 12-1 小学校 校舎 RC 3 1,171 1971 S46 48 旧 済 済 H18 18.4 長寿命 B A A A A 98

43 169 大田小学校 南校舎 12-2 小学校 校舎 RC 3 810 1972 S47 47 旧 済 済 Ｈ18 18.3 長寿命 A A A A A 100

44 169 大田小学校 南校舎 12-3 小学校 校舎 RC 3 821 1977 S52 42 旧 済 済 Ｈ18 26.7 長寿命 A A A A A 100

45 169 大田小学校 昇降口 12-4 小学校 校舎 RC 3 564 1977 S52 42 旧 済 済 Ｈ18 24 長寿命 A A A A A 100

46 169 大田小学校 北校舎 17-1 小学校 校舎 RC 4 2,971 1981 S56 38 旧 済 済 Ｈ21 27.6 長寿命 A A A A A 100

47 169 大田小学校 渡り廊下 17-2 小学校 校舎 RC 3 120 1981 S56 38 旧 済 - Ｈ21 27.3 長寿命 A A A A A 100

48 169 大田小学校 体育館 15 小学校 体育館 S 2 1,191 1979 S54 40 旧 済 済 Ｈ21 - 長寿命 A A A A A 100

49 171 嘉田生崎小学校 西校舎 3-1 小学校 校舎 RC 2 744 1969 S44 50 旧 済 済 H18 20.7 長寿命 A A A A A 100

50 171 嘉田生崎小学校 北校舎 3-2 小学校 校舎 RC 2 529 1980 S55 39 旧 済 済 H18 34.1 長寿命 A A A A A 100

51 171 嘉田生崎小学校 南校舎 11 小学校 校舎 RC 2 1,469 1981 S56 38 新 - - - - 長寿命 C C D A A 44

52 171 嘉田生崎小学校 体育館 8 小学校 体育館 S 2 960 1978 S53 41 旧 済 済 H21 - 長寿命 A B A A A 93

53 1401 関城西小学校 北校舎 4 小学校 校舎 RC 2 1,067 1968 S43 51 旧 済 済 Ｈ21 25.3 長寿命 A A D A A 66

54 1401 関城西小学校 北校舎 19 小学校 校舎 S 1 35 1988 S63 31 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

55 1401 関城西小学校 南校舎 14-1 小学校 校舎 RC 3 2,026 1978 S53 41 旧 済 済 Ｈ21 14.9 長寿命 A A A A A 100

56 1401 関城西小学校 南校舎 14-2 小学校 校舎 RC 3 1,017 1979 S54 40 旧 済 済 Ｈ21 14.9 長寿命 A A A B A 97

57 1401 関城西小学校 渡り廊下 15 小学校 校舎 RC 2 110 1979 S54 40 旧 済 - Ｈ21 25.5 長寿命 A A A A A 100

58 1401 関城西小学校 体育館 18 小学校 体育館 S 1 1,002 1993 H5 26 新 - - - - 長寿命 A C A A A 83

59 1401 関城西小学校 東校舎 17 小学校 校舎 RC 2 527 1988 S63 31 新 - - - - 長寿命 C C C A A 55

60 1404 関城東小学校 北校舎 20 小学校 校舎 RC 2 980 1982 S57 37 新 - - - - 長寿命 C C C A A 55

61 1404 関城東小学校 中校舎 18-1 小学校 校舎 RC 2 1,117 1972 S47 47 旧 済 済 Ｈ21 15.5 長寿命 A A A A A 100

62 1404 関城東小学校 南校舎 21 小学校 校舎 RC 3 3,287 1987 S62 32 新 - - - - 長寿命 B C C C B 47

63 1404 関城東小学校 渡り廊下 18-2 小学校 校舎 RC 2 6 1987 S62 32 新 - - - - 長寿命 C A C A A 73

64 1404 関城東小学校 渡り廊下 18-4 小学校 校舎 RC 2 5 1987 S62 32 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

65 1404 関城東小学校 渡り廊下 22 小学校 校舎 RC 2 48 1987 S62 32 新 - - - - 長寿命 C A C A A 73

劣化状況評価

屋
根
・
屋
上

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

健全度
（100点

満点）

建物基本情報

通し
番号

学校
調査
番号

用途区分 耐震安全性

建物用途
階数

建築年度

施設名 建物名 棟番号
固定資
産台帳
番号 学校種別

構造
延床
面積
（㎡） 西暦 和暦

築年
数

構造躯体の健全性

試算上
の区分

基準 診断 補強
調査
年度

圧縮
強度
（N/㎟）

長寿命化判定

建物情報一覧表
：築30年以上：築50年以上

Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化

Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある
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66 1404 関城東小学校 渡り廊下 22-2 小学校 校舎 RC 2 51 1987 S62 32 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

67 1404 関城東小学校 体育館 25 小学校 体育館 S 1 1,002 1994 H6 25 新 - - - - 長寿命 A B C A A 70

68 1404 関城東小学校 給食室 24 小学校
給食セン

ター
S 1 230 1992 H4 27 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

69 1411 大村小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 4 3,906 1983 S58 36 新 - - - - 長寿命 C B B A A 78

70 1411 大村小学校 体育館 1 小学校 体育館 S 2 850 1975 S50 44 旧 済 済 Ｈ16 - 長寿命 A A A A A 100

71 1412 村田小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 3 3,145 1982 S57 37 新 - - - - 長寿命 C B B B A 75

72 1412 村田小学校 体育館 1 小学校 体育館 S 2 850 1976 S51 43 旧 済 済 Ｈ21 - 長寿命 A B B A B 81

73 1414 鳥羽小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 3 2,744 1980 S55 39 旧 済 済 Ｈ16 28.2 長寿命 C C B B B 62

74 1414 鳥羽小学校 体育館 2 小学校 体育館 S 2 828 1980 S55 39 旧 済 済 Ｈ16 - 長寿命 A A A A A 100

75 1415 上野小学校 校舎 1-1 小学校 校舎 RC 3 2,346 1978 S53 41 旧 済 済 Ｈ16 23.2 長寿命 C B B A A 78

76 1415 上野小学校 体育館 2 小学校 体育館 S 2 829 1978 S53 41 旧 済 済 Ｈ16 - 長寿命 A B B A A 84

77 1416 長讃小学校 校舎 9 小学校 校舎 RC 3 2,821 1981 S56 38 旧 済 済 Ｈ16 29.2 長寿命 C B B A B 75

78 1416 長讃小学校 体育館 2 小学校 体育館 S 2 813 1981 S56 38 旧 済 済 Ｈ16 - 長寿命 B C B A A 71

79 1441 古里小学校 北校舎 8 小学校 校舎 RC 2 869 1974 S49 45 旧 済 済 Ｈ18 13.7 長寿命 A A A C C 85

80 1441 古里小学校 中校舎 1 小学校 校舎 RC 1 788 1965 S40 54 旧 済 - Ｈ21 15.7 長寿命 B B C C C 53

81 1441 古里小学校 南校舎 11 小学校 校舎 RC 2 1,219 1982 S57 37 新 - - - - 長寿命 B B C C C 53

82 1441 古里小学校 体育館 7 小学校 体育館 RC 2 787 1971 S46 48 旧 済 済 H14 19.6 長寿命 A A A C C 85

83 1442 新治小学校 南校舎 1-1 小学校 校舎 RC 1 742 1966 S41 53 旧 済 - H21 32.3 長寿命 B C C C C 43

84 1442 新治小学校 昇降口 1-2 小学校 校舎 RC 1 32 1986 S61 33 旧 済 - - - 長寿命 B B B B B 75

85 1442 新治小学校 中校舎 19-1 小学校 校舎 RC 2 611 1976 S51 43 旧 済 済 H18 28.7 長寿命 A A A C C 85

86 1442 新治小学校 中校舎 19-2 小学校 校舎 RC 2 410 1976 S51 43 旧 済 済 H18 28.7 長寿命 A A A C C 85

87 1442 新治小学校 昇降口 22-2 小学校 校舎 RC 2 127 1979 S54 40 旧 済 - H21 42.1 長寿命 A A A B B 94

88 1442 新治小学校 北校舎 22-1 小学校 校舎 RC 3 2,902 1979 S54 40 旧 済 済 H21 23 長寿命 A A A B B 94

89 1442 新治小学校 体育館 17 小学校 体育館 RC 2 1,020 1971 S46 48 旧 済 済 H12 29.2 長寿命 A A A C C 85

90 1443 小栗小学校 南校舎 4-1 小学校 校舎 RC 1 327 1964 S39 55 旧 済 済 Ｈ21 13.7 長寿命 A A A C C 85

91 1443 小栗小学校 北校舎 17 小学校 校舎 RC 3 2,243 1981 S56 38 旧 - - - - 長寿命 C C C B B 49

92 1443 小栗小学校 東校舎 21 小学校 校舎 W 2 231 1990 H2 29 新 - - - - 長寿命 D C C B B 46

93 1443 小栗小学校 体育館 15 小学校 体育館 RC 2 758 1971 S46 48 旧 - - Ｈ13 23.3 長寿命 A A B C C 75

94 3621 下館中学校 北校舎 1-1 中学校 校舎 RC 4 1,000 1975 S50 44 旧 済 済 H21 14.6 長寿命 A B A C C 78

95 3621 下館中学校 北校舎 1-2 中学校 校舎 RC 4 2,699 1975 S50 44 旧 済 済 H21 14.6 長寿命 A B B C C 68

96 3621 下館中学校 南校舎 3 中学校 校舎 RC 3 2,534 1976 S51 43 旧 済 済 H21 14.2 長寿命 B B B C C 66

97 3621 下館中学校 体育館 16 中学校 体育館 RC 2 2,287 2012 H24 7 新 - - - - 長寿命 A B A A A 93

98 3621 下館中学校 武道場 7 中学校 武道場 S 1 425 1974 S49 45 旧 済 済 H22 - 長寿命 A A A C C 85

99 3621 下館中学校 卓球場 14 中学校 体育館 S 1 180 2009 H21 10 新 - - - - 長寿命 A B A A A 93

100 3624 下館西中学校 西校舎 10-1 中学校 校舎 RC 4 1,818 1985 S60 34 新 - - - - 長寿命 A B A B B 87

101 3624 下館西中学校 東校舎 17 中学校 校舎 RC 3 4,488 2013 H25 6 新 - - - - 長寿命 A B A A A 93

102 3624 下館西中学校 体育館 14-1 中学校 体育館 RC 2 2,083 1991 H3 28 新 - - - - 長寿命 A A A B B 94

103 3624 下館西中学校 クラブハウス 14-2 中学校 体育館 RC 1 281 1991 H3 28 新 - - - - 長寿命 A A A B B 94

104 3624 下館西中学校 武道場 7 中学校 武道場 S 1 425 1982 S57 37 新 - - - - 長寿命 A A A B B 94

105 3622 下館南中学校 北校舎 10-1 中学校 校舎 RC 3 2,701 1982 S57 37 新 - - - - 長寿命 B A B B A 85

106 3622 下館南中学校 北校舎 10-2 中学校 校舎 S 1 25 1994 H6 25 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

107 3622 下館南中学校 中校舎 16-1 中学校 校舎 RC 2 707 2012 H24 7 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

108 3622 下館南中学校 南校舎 16-2 中学校 校舎 RC 2 2,659 2012 H24 7 新 - - - - 長寿命 A A D B A 63

109 3622 下館南中学校 西校舎 16-3 中学校 校舎 RC 2 995 2012 H24 7 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

110 3622 下館南中学校 体育館 13-1 中学校 体育館 RC 2 2,139 1990 H2 29 新 - - - - 長寿命 A A B A A 91

111 3622 下館南中学校 クラブハウス 13-2 中学校 体育館 RC 1 223 1990 H2 29 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

112 3622 下館南中学校 卓球場 19 中学校 体育館 S 1 294 2014 H26 5 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

113 3622 下館南中学校 武道場 11 中学校 武道場 S 1 464 1983 S58 36 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

114 3623 下館北中学校 校舎 14 中学校 校舎 RC 3 4,634 2013 H25 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

115 3623 下館北中学校 体育館 15 中学校 体育館 RC 2 413 2013 H25 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

116 3623 下館北中学校 体育館 16 中学校 体育館 RC 2 1,070 2013 H25 6 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

117 3623 下館北中学校 武道場 8 中学校 武道場 S 1 423 1980 S55 39 旧 済 済 H22 - 長寿命 A A A B B 94

118 4901 関城中学校 校舎 16 中学校 校舎 RC 2 6,417 2003 H15 16 新 - - - - 長寿命 A C C A A 60

119 4901 関城中学校 体育館 18 中学校 体育館 RC 1 1,268 2004 H16 15 新 - - - - 長寿命 A C C A A 60

120 4901 関城中学校 武道場 11 中学校 武道場 S 1 489 1984 S59 35 新 - - - - 長寿命 A B A A A 93

121 4915 明野中学校 西校舎 11 中学校 校舎 RC 2 3,666 2008 H20 11 新 - - - - 長寿命 A A A D A 88

122 4915 明野中学校 東校舎 12 中学校 校舎 RC 2 3,346 2008 H20 11 新 - - - - 長寿命 B A A D A 86

123 4915 明野中学校 渡り廊下 13 中学校 校舎 RC 2 48 2008 H20 11 新 - - - - 長寿命 A A A D A 88

124 4915 明野中学校 体育館 14 中学校 体育館 RC 2 2,162 2012 H24 7 新 - - - - 長寿命 A B A D A 81

125 4915 明野中学校 武道場 7 中学校 武道場 RC 1 484 1971 S46 48 旧 済 - H21 37 長寿命 A A A A A 100

126 4944 協和中学校 南校舎 17-1 中学校 校舎 RC 3 3,311 2010 H22 9 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

127 4944 協和中学校 北校舎 17-2 中学校 校舎 RC 3 3,371 2011 H23 8 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100

128 4944 協和中学校 体育館 14 中学校 体育館 RC 2 1,462 1997 H9 22 新 - - - - 長寿命 A B B B B 77

129 4944 協和中学校 体育館 15 中学校 体育館 RC 2 329 1997 H9 22 新 - - - - 長寿命 A B B B B 77

130 4944 協和中学校 武道場 9 中学校 武道場 S 1 419 1978 S53 41 旧 済 済 H21 - 長寿命 A A A B B 94

131 4944 協和中学校 卓球場 12 中学校 体育館 S 1 331 1983 S58 36 新 - - - - 長寿命 D C C B B 46
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 屋上防水劣化状況 

 外壁劣化状況 

 

 天井劣化状況 
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４．学校施設整備の基本的な方針等 

 

（１）学校施設の規模・配置の方針 

本市においては、令和元年5月1日現在で、小学校児童数が4,870人、中学

校生徒数が2,621人在籍していますが、令和７年度の推計では、小学校児童

数が4,251人（△12.7％）、中学校生徒数が2,407人（△8.2％）と大きく減

少することが見込まれています。 

 

表４－１ 児童生徒数の推移表 
令和元年５月１日現在 

  
小学校 

児童数 

令和 

元年比 

中学校 

生徒数 

令和 

元年比 
合計 

令和 

元年比 

令和元年 4,870 － 2,621 － 7,491 － 

令和２年 4,791 -1.6% 2,602 -0.7% 7,393 -1.3% 

令和３年 4,707 -3.3% 2,577 -1.7% 7,284 -2.8% 

令和４年 4,690 -3.7% 2,463 -6.0% 7,153 -4.5% 

令和５年 4,518 -7.2% 2,457 -6.3% 6,975 -6.9% 

令和６年 4,385 -10.0% 2,420 -7.7% 6,805 -9.2% 

令和７年 4,251 -12.7% 2,407 -8.2% 6,658 -11.1% 
       

参考資料       

平成 30 年 5,011 2.9% 2,668 1.8% 7,679 2.5% 

平成 29 年 5,100 4.7% 2,794 6.6% 7,894 5.4% 

平成 28 年 5,161 6.0% 2,974 13.5% 8,135 8.6% 

平成 27 年 5,331 9.5% 3,085 17.7% 8,416 12.3% 

平成 26 年 5,488 12.7% 3,135 19.6% 8,623 15.1% 

平成 25 年 5,705 17.1% 3,199 22.1% 8,904 18.9% 

平成 24 年 5,847 20.1% 3,227 23.1% 9,074 21.1% 

平成 23 年 6,017 23.6% 3,271 24.8% 9,288 24.0% 

平成 22 年 6,230 27.9% 3,232 23.3% 9,462 26.3% 

平成 21 年 6,421 31.8% 3,296 25.8% 9,717 29.7% 

 

児童生徒数がさらに減少することが予想される中で、学校施設については、

将来の児童生徒数の動向や地域の実情等、望ましい教育環境を考えた適切な 
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規模・配置の見直しをしていくことも必要です。 

また、義務教育学校整備や統廃合を視野に入れ、以下の計画や指針等を注視

し、今後の計画に反映していきます。 

 

・国土交通省 

 ◎インフラ長寿命化基本計画（平成 25 年 11 月） 

・文部科学省 

◎公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引の策定につ

いて（通知）（平成 27 年 1 月） 

◎小中一貫教育等についての実態調査（平成 27 年 2 月） 

◎文部科学省インフラ長寿命化計画（平成 27 年 3 月） 

・茨城県 

◎公立小・中学校の適正規模について（指針）（平成 20 年 4 月） 

・筑西市 

◎筑西市公共施設適正配置に関する指針（公共施設等総合管理計画） 

（平成 27 年 3 月） 

◎筑西市小中一貫教育及び学校の適正規模・適正配置の基本方針 

（平成 27 年 7 月） 

    ◎筑西市公共施設適正配置のための基本方針（平成 28 年 11 月） 

    ◎筑西市公共施設白書【改訂版】（令和元年改訂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフラ長寿命化基本計画 

文部科学省インフラ長寿命化計画 

（行動計画） 

筑西市学校施設 

長寿命化計画 

国 

市 

筑西市公共施設適正配置 

に関する指針 

筑西市小中一貫教育及び学校の

適正規模・適正配置の基本方針 

筑西市公共施設適正配置 

のための基本方針 

筑西市公共施設白書【改訂版】 
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（２）今後の学校施設の活用方針と留意事項 

 

① 現状の規模や機能を維持する学校 

教育方法・内容等の変化に適応させることに留意しつつ、施設全体の

有効活用をより一層進めることが重要です。 

 

② 現状の規模を縮減する学校 

施設の転用が見込めない場合には、施設を保有しているだけでも日常

的な維持管理のための費用が掛かることから、保有施設のうち不要とな

った部分を取り壊す「減築」を行うことも考えられます。 

 

③ 他の公共施設と複合化・機能集約する学校 

学校施設が地域コミュニティや防災の核となることを前提に、実情に

応じ、公民館や他の文教施設、高齢者福祉施設等の公共施設との複合

化・機能集約を図る場合、防犯上の配慮や児童生徒等の安全、教育環境

への十分な配慮が重要です。 

 

 

④ 統廃合を検討する学校 

施設の改修や日常的な維持管理を効果的に進めていくためには、将来

的な学校の統廃合の予定や施設の転用・利活用等の見込みを十分に考慮

し、それらに応じた修繕計画により、無駄のない適切な範囲・方法等を

選定することが重要です。 

なお、学校の統廃合にあっては、筑西市学校の在り方検討委員会での

検討のほか、保護者、地域の関係団体との課題・情報の共有化に努め、

地域と合意形成のうえ、学校施設の整備や改修事業に反映させます。 

また、緊急性を要するものに関しては、随時検討を行います。 

    

〇筑西市学校の在り方検討委員会による答申（抜粋） 

    平成２８年２月２９日 ‣明野地区小中一貫教育モデル校選定 

    平成２９年２月１３日 ‣下館北中学校区義務教育学校の設置あるい

は下館北中学校と下館中学校の統合の検討 

      同 日      ‣明野地区義務教育学校の設置検討 

（令和６年４月開校予定） 
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（３）改修周期の設定 

文部科学省が平成24年5月に実施した「公立学校施設の老朽化対策の検討

に係るアンケート調査」によると、学校施設の改築までの平均年数は、全国平

均でおおむね42年となっています。  

「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」（財務省）によると、校舎・園

舎の耐用年数は、鉄筋コンクリートで47年、鉄骨造では34年となっていま

す。 

その一方で、（社）日本建築学会では、建築物全体の望ましい目標耐用年数

として、鉄筋コンクリート造の学校施設の場合、50年から80年としていま

す。 

本市では、予防保全的な改修や長寿命化改修を行い、建物の水準を維持・向

上させることで、改築周期を70年に設定します。 

 

（資料：学校施設の老朽化対策についてより） 
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５．基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等 

 

（１）改修等の水準 

改修（特に長寿命化改修）の実施に当たっては、単に数十年前の建築時の状

態に戻すのではなく、躯体の長寿命化やライフラインの更新等により建物の

耐久性を高めるとともに、省エネ化やエコスクール化、バリアフリー化、多様

な学習形態による活動が可能となる環境の提供など、現代の社会的、環境的要

望に応じるための改修を行うことが重要です。今後の改修等により『何を・ど

のように・どの水準まで引き上げるか』、施設の部位ごとに検討し、次のよう

な市内の学校施設の統一的な方針を設定します。 

 

・屋上、外壁や開口部は、断熱化を図り建物としての基本性能を向上しま

す。 

・建物のエコスクール化やバリアフリー化、防犯・防災機能の向上を目指

します。 

・建築設備は、省エネルギーが図れる高効率型の設備機器の導入を図りま

す。 

 

整備水準を高めるほどコストは高くなる一方で、建物性能の向上によって

寿命が延び、光熱水費の縮減にもつながることも十分考えられます。 

整備水準の設定に当たっては、ライフサイクルにおけるコストを試算し、予

算の見通しを踏まえた水準を設定することが有効であると考えられます。 

 

     性能                                 

          社会的要求水準（耐震・省エネ等）                      

                               改築       

    

新築 

       
25       40  

            
時間 

(年) 
                         

70 
     

                                         

            大規模改造   長寿命化改修            

    
 

時間の計画による機能・性

能の劣化 

○計画保全に

よる機能・

性能の回復 

  
○リニューアル改修に

よる機能・性能の向上              

    【性能劣化と社会的要求水準】 
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  大規模改造 

 

 

（２）維持管理の項目・手法等 

これまでは、劣化や故障が起きてからの事後修繕が中心であったため、建築

年の古い施設では、標準的な更新年数を経過した設備や機器を使用している

こともあります。 

まずは、この状況に対して、施設を安全で良好な状態で維持し、継続的に使

用するために予防保全的な維持管理へ転換します。 

 

 

標準的な改修･更新周期(年) 

項  目 安全性 
施設運営に 

重大な支障 

将来的に 

補修費増大 

標準的な改修･ 

更新周期(年) 

躯体 ○ ○ ○ 70(目標) 

屋根・屋上防水  ○ ○ 20 

外壁 ○  ○ 20 

受変電施設  ○  25～30 

昇降機 ○   20 

空調機器  ○  15～20 

給排水・衛生  ○  25～30 

電気設備  ○  20 

自動火災報知器 

防災設備 
○   20 

内装   ○ 20 

その他 施設の特性により安全性や施設運営上の重大な支障などに該当するもの 
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◇予防保全的な維持補修 

  劣化や故障を起こす前の状況に応じた日々の修繕を行います。 

  安全な状態を維持するための予防保全的な維持補修を行います。 

 ◇大規模改造 

  建築後20年で屋上防水や外壁、設備等の経年劣化により建物への影響が

出る恐れがあるため、建築後25年までに予防保全を基本に計画的な大規模

改造を行います。 

  

 

   屋上防水改修後 

 

  トイレ改修後 
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◇長寿命化改修 

   大規模改造実施後、20年を経過すると、また同じような状態になるた

め、当初の建築から50年後までに改修工事が必要となります。 

改修の際には、社会的な要因の変化も考慮し、大規模改造のように現状復

旧を行うだけでなく、機能の向上を目指します。 

 

 

 ◇改築又は建替え 

   建物の躯体自体の老朽化が著しくなるため、建築後70年を目安に改築し

ます。 
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６．長寿命化の実施計画 

 

（１）改修等の優先順位付けと実施計画 

改修を行う施設の優先順位については、築年数と劣化度を勘案し優先順位

を決定するものとします。 

また、校舎の改修等を優先しますが、災害の際には屋内運動場が避難所とし

て指定されていることも考慮し、次のようにグループ分けを行うものとしま

す。 

① グループ1 

校舎で、建築後30年以上経過し、早急に大規模改造又は長寿命化改修

が必要な施設 

⇒優先して大規模改造を行う。その後、躯体等の状況等を確認し、改築

を行う。 

 

⇒ A. 中小学校北校舎 

河間小学校東校舎 

嘉田生崎小学校南校舎 

関城東小学校北校舎・北渡廊下 

小栗小学校北校舎 

協和中学校屋内運動場・卓球場 

 

② グループ2 

校舎で、建築後25年以上経過し、老朽化している施設 

⇒グループ１の大規模改造を実施後、当該施設の大規模改造を行う。そ

の後、躯体等の状況を確認し、改築を行う。 

 

⇒ B. 中小学校南校舎 

五所小学校西校舎 

河間小学校西校舎 

 

  C. 関城東小学校南校舎・東渡廊下・西渡廊下 

古里小学校南校舎 

新治小学校南校舎 

河間小学校屋内運動場 
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③ グループ３ 

校舎及び屋内運動場で、建築後2５年以上経過する施設 

⇒グループ２の大規模改造を実施後、大規模改造等を行う。その後、躯

体等の状況を確認し、改築を行う。 

 

⇒ D. 伊讃小学校屋内運動場 

養蚕小学校屋内運動場 

五所小学校屋内運動場 

中小学校屋内運動場 

 

  E. 関城西小学校東校舎 

古里小学校中校舎 

嘉田生崎小学校屋内運動場 

竹島小学校屋内運動場 

 

  F. 関城西小学校屋内運動場 

関城東小学校屋内運動場 

 

④ グループ４ 

建築後20～25年又は大規模改造工事実施後20～25年程度で大規模改

造を行う施設 

⇒建築後25年周期で大規模改造を行い、建築後70年で改築を行う。 

 

⇒ G. 下館小学校南校舎・渡廊下・北校舎・屋内運動場 

伊讃小学校南校舎 

川島小学校南校舎・渡廊下・北校舎 

竹島小学校西校舎・東校舎 

養蚕小学校西校舎 

五所小学校東校舎 

大田小学校南校舎・昇降口棟・北校舎・渡廊下・屋内運動場 

関城西小学校南校舎・渡廊下・北校舎 

関城東小学校中校舎 

古里小学校北校舎・屋内運動場 

新治小学校中校舎・北校舎・昇降口棟・屋内運動場 

小栗小学校南校舎・屋内運動場 

下館中学校南校舎・北校舎・武道場 

下館西中学校西校舎・屋内運動場・武道場 
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下館南中学校北校舎・屋内運動場・武道場 

下館北中学校武道場 

関城中学校武道場 

明野中学校武道場 

協和中学校武道場 

 

  H. 川島小学校屋内運動場 

下館中学校屋内運動場 

下館西中学校東校舎 

下館南中学校管理棟・西校舎 

下館北中学校校舎・屋内運動場 

関城中学校校舎・屋内運動場 

明野中学校西校舎・東校舎・渡廊下・屋内運動場 

協和中学校南校舎・北校舎 

 

⑤ グループ５ 

明野地区小学校５校 

令和6年度に義務教育学校を新たに明野中学校敷地内に整備する予定。 

⇒義務教育学校整備後の各小学校跡地の利活用方針及び施設の利活用方

針、それらの管理体制等の検討状況に併せて検討する。 

 

⇒ I. 大村小学校校舎・屋内運動場 

村田小学校校舎・屋内運動場 

鳥羽小学校校舎・屋内運動場 

上野小学校校舎・屋内運動場 

長讃小学校校舎・屋内運動場 

 

 

 



２５ 

（３）長寿命化のコストの見通し、長寿命化の効果 

コストシミュレーションの結果、今後４0年の年間平均費用は約１５億円、

総額５９７億円にのぼります。 

その一方、市内の学校施設の多くは、建設から４０年を超え、老朽化が大変

顕著となっています。 

そのため、今後１０年間は長寿命化改修が中心となり、事業費の平準化や設

備等の更新によるランニングコストの縮減、均等化を図ることが必要です。 

その後においては、躯体の耐用年数を迎えてくる校舎等の改築を行い、周期

ごとの長寿命化改修を行うことで、予防保全に取り組み、快適で安全な環境を

維持することができます。 

全体の事業費としては長寿命化改修を行っても、コスト削減は期待できな

い結果となりました。 

しかし、事業費の平準化や予防保全を行うことによって、建物の長寿命化を

図り、中長期的な維持管理等に係るトータルコストを下げることが期待でき

るため、定期的な維持管理費として一定程度の費用を見込む必要があり、適切

な管理をすることが求められます。 

その一方で、明野地区義務教育学校のように、小学校の校舎等を中学校施設

と一体的に整備すると、全体の総床面積が縮減され、維持管理等に係るトータ

ルコストも下げることができます。 

 

 



２６ 

７．長寿命化計画の継続的運用方針 

 

本計画を基に、学校施設の長寿命化を図るためには、効率的かつ効果的な整

備を進める必要があります。そのためには、 

① 施設の点検・評価によって現状を的確に把握したうえで、それを踏まえた

計画（学校施設の長寿命化計画）を策定し（Plan） 

②計画に基づき、適切な改修や日常的な維持管理等を実施し（Do） 

③整備による効果の検証を継続的に行うとともに、より効果的な整備手法な

ど改善すべき点について課題を整理し（Check） 

④次期計画に反映していく（Action） 

というPDCAサイクル（メンテナンスサイクル）を確立することが重要です。 

このようなサイクルを確立し、長寿命化計画を継続的に運用していくために

は、次に示す「（１）情報基盤の整備と活用」、「（２）推進体制等の整備」

「（３）フォローアップ」が重要です。 

 

（１）情報基盤の整備と活用 

本計画の見直し等を行うための基礎資料とするため、「学校施設の実態」に

おいて把握した項目や、それに基づく「維持管理の項目・手法等」において選

定した維持管理項目の点検・調査結果等を踏まえ、施設の状態や過去の改修・

交換履歴、事故・故障の発生状況等をデータベースに蓄積を図ります。 

当該データベースは、特殊建築物調査や建築基準法第１２条点検等の法定

点検の結果等、継続的な点検・調査の結果に基づいて、適切に更新を行ってい

くことが重要です。 

 

（２）推進体制等の整備 

効果的な学校施設の長寿命化計画を策定し、継続的に運用していくために

は、学校施設の実態把握やコストの算出、蓄積したデータベースの活用等に際

し、一定の技術的知見が必要となり、組織体制の充実を図ることが求められま

す。 

・技術職員の兼務・併任等による営繕担当部局等との連携 

・地方公共団体間の広域連携 

・退職した技術職員の嘱託職員としての再雇用 

・民間事業者への管理・保守点検の業務委託 

・研修等を通じた職員の知見の習得や意識啓発 

また、効率的な運用を行うためには、学校施設を教育委員会だけで管理す

るのではなく、保有する公共施設の建物・設備の点検等を筑西市で一括して

行う包括管理業務委託を有効活用することが重要です。 



２７ 

 

（３）フォローアップ 

計画期間の範囲内であっても、定期的に本計画の進捗状況等についてフォ

ローアップを実施し、目標の達成状況を正確に把握することが重要です。 

また、把握した状況を踏まえて、５年程度を目安に本計画を更新することが

望ましく、その際、施設の老朽化に関する点検・評価の結果を踏まえたものと

することが重要です。 

 

 

 

 

 


